
甲斐警察署協議会 令和５年度第４回定例会議 議事概要

開催 令和５年度第４回甲斐警察署協議会については、令和６年２月５日に開催予定

方法 であったが、当日の悪天候により出席者の安全を確保できないことから書面開催

に変更した。

議事の １ 令和５年１０月～１２月までの業務推進状況

概 要 (1) 会計課関係

ア 遺失・拾得物取扱状況

イ 警察施設修繕工事状況

(2) 警務課関係

ア 警務係関係

イ 留置管理係関係

(3) 生活安全課関係

ア 人身安全関連事案の認知・検挙状況

イ 声掛け事案等の認知、指導・警告状況

ウ 各種犯罪抑止活動

(4) 地域課関係

ア 地域課員による刑法犯･特別法犯検挙状況

イ １１０番受理件数

ウ 山岳遭難発生件数

エ 各種地域活動･訓練状況

(5) 刑事第一課関係

ア 犯罪情勢

イ 主な取扱い事件

ウ 死体取扱状況

(6) 刑事第二課関係

ア 電話詐欺被害認知状況

イ 暴力団関係者の検挙状況

ウ 薬物事案（覚醒剤・大麻・指定薬物関係）の検挙状況

(7) 交通課関係

ア 管内の交通事故発生状況

イ 交通事故抑止対策の推進状況

(8) 警備課関係

ア ＪＲ韮崎駅における緊急事態対処合同訓練の実施

イ 北朝鮮人権侵害問題啓発週間における諸施策の実施

２ 質疑、意見・要望等の聴取

(1) 中学生を対象に警察が出前授業や職場体験をすることにより、生きた学び

の場、体験活動を通じて社会の一員としての自覚が芽生え、警察の仕事が将

来の進路選択のひとつになるのではないか。

(2) 降雪時は道路状況が通常より悪く、事故やトラブルが発生しやすいと考え

るが、警察ではどのような対応をしているのか。

(3) 韮崎中央公園の信号機は感応式の方が流れがスムーズになるのではないか。

また、中央町の信号機が車が止まっていなくても感応することがある。

(4) 人身安全関連事案が前年より増加しているが、抑止活動の強化と対策が必

要と考える。



以上(1)から(4)の質疑等については、次回の会議で回答予定。

３ 令和６年度甲斐警察署業務重点（案）について

議案どおり委員から答申を受けた。


